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目標の設定及び達成に向けた考え方について（区作成）
【旭区】（受託者等：地域運営アドバイザー業務非常勤嘱託職員）

校区等地域において、各種地域団体等の多様な主
体が、地域社会の将来像を共有しながらそれぞれ特
性を発揮し、校区等地域におけるさまざまな地域課題
の解決に取り組めるような状態

【現在の状況】
・達成状況：概ね４地域

「自律的運営に向けた地域活動協議会の取組（イ
メージ）」におけるステージ３の各項目のうち６項目を
達成

【現在の状況】
・達成状況：概ね４地域（６地域が未達
成）

校区等地域において、さまざまな活動主体が協働し、
その話し合いのもと合意を形成し自ら地域課題の解
決に取り組むなど、地域が自律的に運営されていると
感じている割合⇒65％以上

【現在の状況】
（R01アンケート結果より）皆さんの地域
において、自律的な地域運営に取り組
めるようになっていると思いますか。⇒
69.5％（①そう思う：11.4％、②ややそう
思う： 58.1％）

地域活動協議会が課題やニーズに応じて支援を受け
ていると感じている割合⇒78％以上

【現在の状況】
（R01アンケート結果より）まちづくりセン
ター等の支援について満足しています
か。⇒78.0％（①満足している：8.8％、
②ある程度満足している：69.2％）

形成済みの全地域活動協議会について、ステージ１・
２の項目をすべて達成の他、ステージ３の各項目のう
ち６項目を達成

【現在の状況】
・達成状況：概ね４地域（６地域が未達
成）

(ｱ) 自律
的な地域
運営

校区等地域において、さまざまな活動主体が協働し、
その話し合いのもと合意を形成し自ら地域課題の解
決に取り組むなど、地域が自律的に運営されていると
感じている割合⇒65％以上

【現在の状況】
（R01アンケート結果より）皆さんの地域
において、自律的な地域運営に取り組
めるようになっていると思いますか。⇒
69.5％（①そう思う：11.4％、②ややそう
思う： 58.1％）

(ｲ) 中間
支援組織
の活用

地域活動協議会が課題やニーズに応じて支援を受け
ていると感じている割合⇒78％以上

【現在の状況】
（R01アンケート結果より）まちづくりセン
ター等の支援について満足しています
か。⇒78.0％（①満足している：8.8％、
②ある程度満足している：69.2％）

ア　「自律的
運営に向けた
地域活動協
議会の取組
（イメージ）」

１　地域課題・ニー
ズ等の状況につ
いて

２　当事業によりめ
ざす状態

(1) 中長期の目
標

(2) 令和元年度目標

３　当事業の目標

イ　利用者アンケート調査

区の考え方等

平成27年推計の65歳以上の人口比率が29.8％（24区中４番目）と高齢化が進んでおり、災害
時に支援が必要な区民への対応が求められている。

近年、25歳から39歳台の人口減少が顕著で担税力のある世代が減っているため、賑い創出や
地域活性化に不可欠な若い世代の定住促進が望まれている。
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区の考え方等

●各地域の成熟度に差異が生じていることから、支援メニューアンケートの実施結果等に基づ
き、各地域の実情に合わせた効果的かつ即時的な支援が必要である。
●地域課題やニーズに対応した活動（地域が自ら変わろうとする動き）が見受けられることを踏
まえ、地域の将来像を共有できるような取組が必要である。
●自主財源確保の取組について、コミュニティ回収等を実施する地域が半数を超えている。同
取組が未実施の地域に対し、事例提供等により検討される場を設ける必要がある。
●地域活動協議会を構成する活動主体同士の連携・協働は進んでいるが、より一層推進され
るよう地域活動協議会の意義についての理解促進を図る必要がある。
●他の活動主体との連携・協働が進むような取組が必要である。
●担い手の拡大に向けた取組（SNSの活用等）が必要である。
●組織運営にかかる取組項目については、おおむね達成している（８割程度）。なお、支援を
一部受けながらであれば、すべて達成可能である。
●広報活動の重要性について理解促進を図り、多様な媒体の活用等、より効果的な広報活動
が行われるような支援が必要である。

●全地域活動協議会の総会に出席し、地域活動協議会役員以外のメンバーの意見等を聞くこ
とにより、地域課題やニーズの把握に努める。
●地域カルテワークショップを開催することにより、地域課題や地域の将来像を共有できるよう
な取組が行われるよう支援する。
●自主財源確保の取組が行われるよう、コミュニティ回収の事例提供等を行う。
●他区の取組事例共有会を開催することにより、地域課題やニーズに対する活動がさらに行わ
れるよう支援する。
●「地活協ガイドブック」を活用し、地域活動協議会の意義についての理解促進を図るととも
に、地域活動協議会の認知度向上に取り組む。
●地域カルテワークショップを開催する中で、他の活動主体との連携・協働が進むような取組が
行われるよう支援する。
●担い手の拡大に向けた取組（SNSの活用等）がが行われるよう支援する。
●地域活動協議会補助金にかかる説明会等により、地域活動協議会補助金についての理解
促進を図るとともに、事業報告・会計報告を支援する。
●ホームページ・かわら版の作成を支援することにより、広報活動の促進につなげる。
●組織運営の基礎チェックを行う。

●支援メニューアンケート実施結果等に基づき、かつ過去の地域カルテワークショップの開催
内容等を踏まえ、参加意欲が湧くような地域カルテワークショップ等を開催する。
●地域カルテワークショップの開催等を通じて、地域課題やニーズに対する取組、自主財源確
保の取組、他の活動主体との連携・協働等、地域活動協議会の自律的な運営につながるよう
支援する。
●「地活協ガイドブック」・「かわら版」・各地域活動協議会ホームページ・区広報紙等、さまざま
な媒体を活用し、より効果的な広報活動が行われるよう支援する。

５　当事業による
支援の方針

６　目標達成に向
けた戦略

４　地域活動協議
会の状況につい
ての分析

上記２・３の【現在
の状況】及び評価
資料等を踏まえ分
析
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